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し
づ
か

装
訂

袋
綴

一
冊

表
紙

紺
色
表
紙
。
見
返
し
は
濃
緑
色
地
金
切
箔
散
ら
し
。

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

縦
三
三
・
五
㎝
×
横
二
五
・
〇
㎝

外
題

左
肩
に
金
泥
秋
草
下
絵
の
丹
色
地
の
題
簽
に
「
し
つ
か
」
と
墨
書
。

墨
付

三
十
七
丁
半

行
数

十
行

字
高

約
二
八
・
五
㎝

挿
絵

半
丁
十
三
図
、
見
開
三
図
。

書
写
年
代

〔
室
町
時
代
末
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
一
・
六
―
イ
七
一
）

本
書
は
、
幸
若
舞
曲
「
静
」
を
読
み
物
と
し
て
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

幸
若
舞
曲
と
は
室
町
時
代
に
流
行
し
た
舞
を
伴
う
語
り
物
芸
能
で
あ
る
。
判
官
物
や
曾
我

物
な
ど
軍
記
物
語
を
題
材
に
し
た
演
目
が
多
く
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
戦
国
武
将
に

愛
好
さ
れ
、
徳
川
幕
府
の
庇
護
を
受
け
た
が
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
な
ど
新
興
芸
能
の
流
行
に

と
も
な
い
、
次
第
に
そ
の
人
気
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
室
町
時
代
後
期
よ
り
各
流
派

で
語
り
の
台
本
で
あ
る
正
本
が
整
備
さ
れ
、
早
く
か
ら
読
み
物
と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
。
舞

曲
の
詞
章
は
「
舞
の
本
」
と
称
さ
れ
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
は
数
多
く
の

写
本
や
版
本
が
作
ら
れ
、
詞
章
と
し
て
は
現
在
、
五
十
番
が
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
、
舞
曲
は
お
伽
草
子
と
並
ん
で
数
多
く

の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
に
も
仕
立
て
ら
れ
た
。
舞
曲
の
絵
入
り
本
は
写
本
だ
け
で
も
二
百
点
を

超
え
る
。
と
く
に
寛
永
年
間
に
代
表
的
な
演
目
三
十
六
曲
を
ま
と
め
た
絵
入
り
版
本
「
舞
の

本
」
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
粉
本
と
し
た
絵
巻
や
奈
良
絵
本
が
次
々
と
制
作
さ
れ
、
一

層
享
受
の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。
寛
文
・
延
宝
頃
に
制
作
さ
れ
た
舞
曲
の
絵
巻
や
奈
良
絵

本
に
は
、
詞
書
の
筆
跡
や
画
風
が
同
様
な
伝
本
が
複
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
絵
入
り
版
本
を

粉
本
と
し
て
揃
い
の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
が
い
く
つ
も
制
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
1
）。

こ

れ
ら
は
、
豪
華
絢
爛
な
体
裁
や
伝
来
な
ど
か
ら
大
名
家
の
道
具
類
と
し
て
享
受
さ
れ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
、
舞
曲
は
江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
な
お
、
武
家
の
間
で
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
い
知
れ
る
。

こ
う
し
た
舞
曲
の
絵
入
り
写
本
群
の
う
ち
、
本
書
は
そ
の
初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
室
町

時
代
末
期
に
書
写
さ
れ
た
大
型
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
様
々
な
物
語
や
芸
能
へ
と
展
開
し
判
官

物
と
し
て
親
し
ま
れ
た
源
義
経
、
そ
の
愛
妾
「
静
御
前
」
を
主
人
公
に
据
え
た
物
語
で
、
そ

の
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

義
経
の
奥
州
下
向
後
、
静
は
京
の
浄
土
寺
に
身
を
隠
し
て
い
た
が
、
下
女
あ
こ
や
の

密
告
に
よ
り
梶
原
景
時
に
捕
ら
え
ら
れ
、
鎌
倉
へ
と
護
送
さ
れ
る
。
頼
朝
と
対
面
し
た

静
は
景
時
か
ら
胎
内
探
し
を
宣
告
さ
れ
る
。
母
の
磯
禅
師
が
頼
朝
の
御
台
所
に
嘆
願
し
、

処
刑
寸
前
で
助
け
ら
れ
た
静
は
土
肥
実
平
の
も
と
に
預
け
ら
れ
る
も
、
生
ま
れ
た
義
経

の
子
は
男
子
で
あ
っ
た
た
め
、
梶
原
景
季
に
よ
っ
て
海
へ
投
げ
捨
て
ら
れ
る
。
悲
し
み

に
沈
む
静
の
も
と
に
、
そ
の
学
問
や
芸
能
を
慕
っ
て
御
台
所
や
大
名
の
北
の
方
が
集
ま

り
、『
伊
勢
物
語
』
の
奥
義
な
ど
を
尋
ね
る
。
そ
の
後
、
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
社
頭
で
、
静

は
義
経
を
偲
び
「
し
づ
や
し
づ
」
と
歌
い
な
が
ら
舞
い
、
頼
朝
の
不
興
を
買
う
が
、
重

忠
の
取
り
な
し
で
所
領
や
俸
禄
を
受
け
る
。
静
は
そ
れ
ら
す
べ
て
を
寺
社
に
寄
進
し
、

母
と
と
も
に
京
へ
と
帰
る
。

『
義
経
記
』
巻
六
「
静
鎌
倉
へ
下
る
事
」「
静
若
宮
八
幡
宮
へ
参
詣
の
事
」
に
お
け
る
静
と

磯
禅
師
の
物
語
を
骨
子
と
す
る
。
た
だ
し
舞
曲
で
は
、
女
人
教
化
の
場
を
彷
彿
と
さ
せ
る
浄

土
寺
聖
に
よ
る
静
へ
の
五
戒
説
法
を
は
じ
め
、
静
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
巻
名
の
名
寄
せ
や

高
家
の
女
性
た
ち
へ
の
『
伊
勢
物
語
』
奥
義
の
披
露
な
ど
、
独
自
の
展
開
を
見
せ
る
。
舞
曲

で
は
静
と
磯
禅
師
の
母
娘
が
物
語
の
主
軸
と
な
り
、
女
性
を
め
ぐ
る
物
語
と
し
て
の
要
素
を

増
幅
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
女
性
芸
能
者
の
実
態
や
浄
土
寺
に
お
け
る
唱
導
の
反

映
な
ど
も
指
摘
さ
れ
る

（
2
）。
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他
の
舞
曲
作
品
同
様
、
静
の
物
語
も
室
町
時
代
よ
り
絵
を
伴
う
読
み
物
と
し
て
人
気
を
博

し
た
よ
う
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
書
以
外
に
確
認
し
得
た
奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
以
下
の
十
二

点
に
及
ぶ

（
3
）。

そ
こ
で
も
や
は
り
女
性
た
ち
に
好
ん
で
読
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

①
米
国
議
会
図
書
館
蔵

大
型
奈
良
絵
本
二
冊
。〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
挿
絵
十
七
図
（
上

冊
半
丁
八
図
、
見
開
一
図
。
下
冊
半
丁
六
図
、
見
開
二
図

（
4
））。（

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
奈

良
絵
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
全
文
画
像
公
開
。w

w
w
.nichibun.ac.jp/graphicversion/

dbase/naraehon/htm
ls/shizuka.htm

l

）

②
京
都
大
学
文
学
部
蔵

大
型
本
改
装
絵
巻
二
軸
。〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
挿
絵
十
九
図

（
上
巻
半
丁
八
図
、
見
開
二
図
、
下
巻
半
丁
六
図
、
見
開
三
図
）。（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国

文
学
研
究
室
編
『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

③
大
阪
大
谷
大
学
蔵

大
型
本
改
装
絵
巻
一
軸
（
存
巻
上
）。〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
挿
絵
十

図
（
半
丁
七
図
、
見
開
三
図
）。（
大
阪
大
谷
大
学
電
子
版
貴
重
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
全
文

画
像
を
公
開
。http://w

w
w
2.osaka-ohtani.ac.jp/sizuka/index.htm

l

）

④
根
津
美
術
館
蔵

横
型
本
改
装
絵
巻
一
軸
（
存
巻
上
）。〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
挿
絵
五
図

（
半
丁
四
図
、
見
開
一
図
）。
伝
飛
鳥
井
栄
雅
息
女
一
位
局
筆
。

⑤
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

横
型
奈
良
絵
本
・
屏
風
貼
込
六
曲
一
双
。〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。

挿
絵
十
五
図
（
半
丁
十
二
図
、
見
開
三
図
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
よ
り
全
文
画
像
を
公
開
。https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200003070/

view
er

）

⑥
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

大
型
奈
良
絵
本
二
冊
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
十
二
図

（
上
冊
半
丁
五
図
、
見
開
一
図
、
下
冊
半
丁
五
図
、
見
開
一
図
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
全
文
画
像
を
公
開
。https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio

/200003085/view
er

）

⑦
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵

横
型
奈
良
絵
本
一
冊
（
巻
末
一
部
欠
）。〔
江
戸
時

代
初
期
〕
写
。
挿
絵
八
図
（
半
丁
五
図
、
見
開
三
図
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
全
文
画
像
を
公
開
。https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/

100257410/view
er/1

）

⑧
石
川
透
氏
蔵

横
型
奈
良
絵
本
一
冊
（
存
巻
下
）。〔
寛
永
頃
〕
写
。
挿
絵
九
図
（
半
丁
八
図
、

見
開
一
図
）。

⑨
國
學
院
大
学
図
書
館
蔵

横
型
奈
良
絵
本
合
一
冊
。〔
寛
永
頃
〕
写
。
挿
絵
十
三
図
（
半
丁

十
一
図
、
見
開
二
図
）。

⑩
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵

奈
良
絵
本
一
帖
（
存
巻
上
）。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
七
図

（
全
て
半
丁
）。

⑪
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
立
工
芸
美
術
館
蔵
フ
ォ
レ
ッ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

横
型
奈
良
絵
本

一
冊
（
存
巻
中

（
5
））。〔

江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
五
図
（
全
て
半
丁
）。

⑫
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵

横
型
奈
良
絵
本
三
冊
。〔
元
禄
頃
〕
写
。
挿
絵
十
五
図

（
6
）。

こ
の
ほ
か
、
版
本
で
は
寛
永
頃
の
丹
緑
本
が
伝
存
し
、
さ
ら
に
は
舞
曲
「
静
」
か
ら
派
生

し
た
物
語
草
子
で
右
の
諸
本
と
は
大
き
く
異
な
る
本
文
を
有
し
、
新
た
な
物
語
へ
と
展
開
を

遂
げ
た
写
本
も
数
種
報
告
さ
れ
て
い
る

（
7
）。

静
の
物
語
が
読
み
物
と
し
て
い
か
に
広
く
享
受
さ

れ
て
い
た
か
、
窺
え
よ
う
。

奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
特
徴
と
し
て
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
存
本
は
巻
子
や
屏
風
に

改
装
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
大
半
が
元
々
冊
子
本
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る

（
8
）。

例
え
ば
、
④
根
津
美
術
館
蔵
の
絵
巻
は
従
来
小
絵
と
さ
れ
て
き
た
が
、
原
本

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
各
紙
の
横
幅
が
概
ね
二
二
㎝
前
後
で
あ
り
、
料
紙
の
継
ぎ
目
や
手
擦

れ
跡
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
本
来
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
残
念
な
が
ら
上
巻

の
み
の
端
本
で
錯
簡
も
認
め
ら
れ
る
が
、
静
が
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
る
場
面
で
は
料
紙
の
全
面

に
雲
や
海
、
山
並
み
を
配
し
、
二
紙
に
わ
た
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
描
く
点
に
特
徴
が
あ
り
、
素

朴
な
描
写
に
は
古
雅
な
趣
が
あ
る
。
本
文
は
物
語
草
子
の
伝
称
筆
者
と
し
て
し
ば
し
ば
比
定

さ
れ
る
飛
鳥
井
栄
雅
女
の
一
位
局
の
筆
と
さ
れ
、
俄
に
は
首
肯
し
が
た
い
も
の
の
、
優
美
で

繊
細
な
筆
致
に
女
手
を
思
わ
せ
る
優
品
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
静
の
物
語
絵
の
多
く

は
成
立
当
初
は
巻
子
で
は
な
く
、
冊
子
の
形
で
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
享
受
層
を
窺
わ
せ

る
（
9
）。そ

う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
本
書
は
挿
絵
に
本
文
が
入
り
込
み
、
上
段
に
本
文
、
下
段
に

4
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人
物
を
中
心
に
し
た
、
慶
長
頃
の
大
型
奈
良
絵
本
に
見
ら
れ
る
特
徴
が
あ
り
、
貴
重
な
伝
本

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
現
存
最
古
写
本
と
推
定
さ
れ
る
①
米
国
議
会
図
書
館
蔵
本
も
同
様
の

体
裁
を
な
し
、
挿
絵
の
場
面
選
択
に
も
本
書
と
共
通
す
る
箇
所
が
あ
る
。
①
本
の
挿
絵
十
七

図
の
う
ち
、
九
図
に
つ
い
て
は
構
図
の
上
で
本
書
と
一
致
す
る
。
だ
が
、
下
女
あ
こ
や
が
高

札
を
見
て
景
時
に
密
告
を
す
る
場
面
（
本
書
九
〜
一
二
頁
）
は
人
物
の
配
置
や
動
作
な
ど
で
一

致
す
る
も
の
の
、
次
の
あ
こ
や
が
景
時
を
浄
土
寺
へ
導
く
場
面
（
一
四
頁
、
一
六
〜
一
七
頁
）

は
①
本
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
で
は
本
文
を
散
ら
し
書
き
に
し
た
う
え
で
二
図
（
一

図
は
見
開
）
に
わ
た
っ
て
描
く
な
ど
、
相
違
を
見
せ
る
。
比
較
的
書
写
年
次
の
古
い
②
京
都
大

学
文
学
部
蔵
本
や
③
大
阪
大
谷
大
学
蔵
本
で
は
、
続
く
浄
土
寺
で
の
尼
僧
た
ち
と
の
別
れ
や

五
戒
説
法
の
場
面
を
描
く
前
に
後
者
の
場
面
を
付
し
て
お
り
、
諸
本
各
々
で
重
な
り
を
見
せ

る
。
し
か
し
、
描
か
れ
る
場
面
は
必
ず
し
も
固
定
し
て
お
ら
ず
、
各
本
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
関

係
に
つ
い
て
も
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
文
を
散
ら
し
書
き
に
ま
で
し
て
、
敢
え
て
あ

こ
や
に
か
か
わ
る
場
面
を
連
続
し
て
複
数
描
き
込
も
う
と
す
る
点
は
、
本
書
独
自
の
特
色
と

い
え
る
。

ち
な
み
に
、
⑥
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
大
型
奈
良
絵
本
は
、
現
存
諸
本
の
う
ち
比
較
的

新
し
い
書
写
で
は
あ
る
が
、
先
行
す
る
伝
本
の
挿
絵
を
踏
ま
え
つ
つ
も
女
性
芸
能
者
や
尼
僧

を
前
面
に
描
き
出
す
な
ど
、
独
自
の
改
編
が
認
め
ら
れ
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
生
ま
れ
た
男
子
を
景
季
が
海
に
投
げ
捨
て
殺
害
す
る
場
面
（
本
書
六
二
頁
）
は
諸
本
に
共

通
し
て
描
か
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
⑥
本
に
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
静
と
磯
禅
師
、
浄
土
寺

の
尼
僧
な
ど
女
性
た
ち
の
描
写
に
筆
を
費
や
す
の
で
あ
る
。
凄
惨
な
場
面
を
避
け
た
の
は
、

祝
言
性
の
重
視
や
女
性
の
享
受
を
意
図
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

同
じ
く
女
性
芸
能
者
の
活
躍
を
描
い
た
お
伽
草
子
『
唐
糸
草
子
』
の
伝
本
に
も
、
⑥
本
と
同

じ
書
型
で
本
文
の
筆
跡
や
挿
絵
の
色
遣
い
を
は
じ
め
、
樹
木
や
人
物
の
描
き
方
、
衣
の
模
様

に
い
た
る
ま
で
酷
似
し
、
同
筆
と
推
定
さ
れ
る
大
型
奈
良
絵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
が

現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
物
語
の
持
つ
祝
言
性
や
豪
華
な
造
本
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
、

特
定
の
女
性
に
向
け
た
嫁
入
り
本
と
し
て
、
同
工
房
に
お
い
て
揃
い
で
仕
立
て
ら
れ
た
可
能

性
が
指
摘
で
き
る

（
10
）。

こ
う
し
た
諸
本
に
お
け
る
挿
絵
の
場
面
選
択
や
描
写
の
相
違
は
、
舞
曲
「
静
」
が
持
つ
豊

か
な
物
語
性
に
起
因
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
享
受
の
層
に
あ
わ
せ
て
改
編
さ
れ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
、
前
述
の
舞
曲
を
離
れ
た
読
み
物
と
し
て
本
文
が
様
々
に
作
り
替
え
ら
れ
て
ゆ

く
こ
と
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
舞
曲
正
本
の
諸
本
は
本
文
に
よ
っ
て
大
頭
流
と
幸
若
流
に
大
別
さ
れ
る
が
、
現
存

す
る
奈
良
絵
本
・
絵
巻
『
静
』
の
大
半
は
基
本
的
に
大
頭
系
諸
本
の
本
文
と
共
通
す
る
の
に

対
し
、
本
書
の
み
幸
若
系
の
本
文
に
近
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
11
）。

と
は
言
え
、
他
伝
本

の
な
か
に
は
大
頭
流
と
一
致
せ
ず
、
幸
若
流
と
一
致
す
る
部
分
を
数
箇
所
含
む
も
の
も
あ
り

（
12
）、

容
易
に
は
分
類
し
が
た
く
、
今
後
さ
ら
に
諸
本
を
精
査
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。（

恋
田
知
子
）

【

注

】

（
1
）
小
林
健
二
「
幸
若
舞
曲
と
お
伽
草
子
」（
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
八
年
）、
星
瑞
穂
・
石
川
透
編
『
舞
の
本
を
よ
む
―
武
将
が
愛
し
た
舞
の
世
界
の
物

語
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
編
『
幸
若
舞
曲
と
絵
画
―
武
将

が
愛
し
た
英
雄
た
ち
』（
二
〇
一
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
徳
江
元
正
「
静
御
前
の
廻
国
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
一
―
一
、
一
九
六
〇
年
一
月
）、
室
木
弥

太
郎
『
増
訂
語
り
物
〈
舞
・
説
経
・
古
浄
瑠
璃
〉
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
六
年
、
初
版

一
九
七
〇
年
）、
岩
松
研
吉
郎
「
巻
六
の
静
に
つ
い
て
―
『
義
経
記
』
ノ
ー
ト
・
2
」（『
芸
文
研

究
』
五
七
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
な
ど
参
照
。

（
3
）
小
林
健
二
「『
舞
の
本
絵
巻
』
の
制
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
付
、
幸
若
舞
曲
の
絵
入
り
本
一

覧
稿
（
増
補
改
訂
）」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
四
三
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
を
も
と
に
一

部
増
補
し
、
現
存
諸
本
の
確
認
を
試
み
た
。
原
本
未
見
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
依
拠
し
た
文
献

に
よ
り
情
報
を
追
記
し
た
。

（
4
）
辻
英
子
『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
四

年
）
な
ど
参
照
。

（
5
）
ベ
ル
ン
ト
・
イ
ェ
ッ
セ
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
立
工
芸
美
術
館
蔵
フ
ォ
レ
ッ
チ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
奈
良
絵
本
群
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
論
集
』
二
四
、
一
九
九
五
年
三
月
）
参
照
。
石

川
透
氏
の
御
教
示
並
び
に
画
像
提
供
に
よ
る
。

『奈良絵本集 六』解題

5

／新善本叢書　４期　八木書店／４期６回　Ａ４タテ／解題 2019.09.27 09.47.47 Page 5



（
6
）
松
浪
久
子
・
藤
田
愛
子
「
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
絵
入
り
本
解
題
（
1
）
―
幸
若
物

（
一
）」（『
大
阪
青
山
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
三
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
参
照
。

（
7
）
大
阪
大
谷
大
学
蔵
『
静
』（
③
と
は
別
系
統
。
冊
子
改
装
の
巻
子
本
で
絵
は
切
り
離
さ
れ
て

現
存
せ
ず
。
舞
曲
と
は
異
な
る
趣
向
、
異
伝
を
取
り
込
む
）。
京
都
大
学
文
学
部
蔵
『
し
づ

か
』・『
し
づ
か
の
物
語
』（
②
と
は
別
系
統
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕・〔
室
町
時
代
末
期
〕
写
本
。

舞
曲
正
本
を
大
き
く
離
れ
て
独
自
の
物
語
を
形
成
）
が
あ
る
。
松
浪
久
子
「
中
世
文
学
の
一
展

開
―
奈
良
絵
巻
「
静
」
の
周
辺
―
」（『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
一
、
一
九
八
五
年
一
月
）、
橋
本

正
俊
「
し
づ
か
（
三
種
）
解
題
」（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
京
都
大
学
蔵

む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
8
）
古
書
店
目
録
に
よ
れ
ば
巻
子
と
表
記
さ
れ
た
静
の
絵
入
り
写
本
も
あ
る
が
、
現
在
は
所
在

不
明
。
改
装
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
前
掲
注
（
3
）
小
林
論
文
参
照
。

（
9
）
本
叢
書
掲
載
『
磯
崎
物
語
』
の
解
題
に
お
い
て
、
石
川
透
氏
は
磯
崎
伝
本
の
多
く
が
横
型
奈

良
絵
本
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
豪
華
な
絵
巻
を
求
め
る
読
者
層
と
は
異
な
り
、
裕
福
な
町
人

層
に
好
ま
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
（
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
奈
良
絵
本
集
』
四
、

八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
）。

（
10
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
恋
田
知
子
「
嫁
入
り
道
具
と
し
て
の
奈
良
絵
本
」（『
異
界
へ
い
ざ
な

う
女
―
絵
巻
・
奈
良
絵
本
を
ひ
も
と
く
』
平
凡
社
、
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
検
討
し
た
。
な

お
、
本
叢
書
掲
載
予
定
の
天
理
図
書
館
蔵
『
宝
月
童
子
』
に
つ
い
て
も
、
原
本
調
査
の
結
果
、

⑥
本
と
同
体
裁
、
同
筆
の
奈
良
絵
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
11
）
麻
原
美
子
『
幸
若
舞
曲
考
』（
新
典
社
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
12
）
前
掲
注
（
7
）
橋
本
解
題
な
ど
参
照
。

【
附

記
】

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
根
津
美
術
館
、
國
學
院
大
学
図
書
館
、
名
古
屋

市
蓬
左
文
庫
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

6
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ま
ん
ぢ
う
の
さ
う
し

装
訂

袋
綴

二
冊

表
紙

打
曇
表
紙

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

縦
三
二
・
二
㎝
×
横
二
二
・
〇
㎝

外
題

左
肩
に
銀
泥
秋
草
下
絵
の
丹
色
地
の
題
簽
に
「
ま
ん
ち
う
の
さ
う
し
上
（
下
）」
と
墨

書
。

墨
付

上
冊
二
十
三
丁
、
下
冊
十
九
丁
。

行
数

九
行

字
高

約
二
六
・
五
㎝

挿
絵

上
冊
半
丁
十
一
図
、
見
開
一
図
、
下
冊
半
丁
十
一
図
。

書
写
年
代

〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
一
八
九
）

本
書
は
、
前
述
の
『
し
づ
か
』
と
同
様
、
幸
若
舞
曲
を
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
上
冊
）
多
田
満
仲
は
天
下
に
並
び
無
き
武
将
で
あ
っ
た
が
、
仏
道
に
深
く
帰
依
し
、
息

子
の
美
女
御
前
を
摂
津
国
中
山
寺
へ
上
ら
せ
る
。
武
芸
に
励
み
仏
法
を
疎
か
に
し
て
は

悪
行
を
繰
り
返
す
美
女
に
激
怒
し
た
満
仲
は
、
そ
の
首
を
討
つ
よ
う
家
臣
の
仲
光
に
命

じ
る
。
仲
光
は
殺
す
に
し
の
び
な
く
、
自
分
の
息
子
幸
寿
丸
を
身
代
わ
り
と
し
、
美
女

の
首
と
偽
っ
て
差
し
出
す
。

（
下
冊
）
美
女
を
叡
山
へ
逃
が
し
た
後
、
仲
光
は
自
害
を
図
る
が
、
妻
に
諭
さ
れ
思
い
と

ど
ま
る
。
美
女
は
恵
心
僧
都
の
弟
子
と
な
り
、
仏
道
に
専
心
し
て
円
覚
と
名
乗
る
。
そ

の
後
、
故
郷
の
多
田
の
里
を
訪
れ
た
円
覚
は
祈
禱
に
よ
り
母
の
盲
目
を
治
し
、
自
分
が

美
女
で
あ
る
と
明
か
す
。
満
仲
夫
婦
は
仲
光
の
忠
義
を
知
っ
て
所
領
の
半
分
を
与
え
、

小
童
寺
を
建
立
し
、
身
代
わ
り
と
な
っ
た
幸
寿
丸
の
菩
提
を
弔
っ
た
。

多
田
源
氏
の
祖
と
さ
れ
る
満
仲
の
発
心
譚
に
つ
い
て
は
、
早
く
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九

「
摂
津
守
源
満
仲
出
家
語
」
に
見
え
、
同
内
容
の
説
話
が
『
宝
物
集
』
巻
七
や
『
古
事
談
』

第
四
に
も
収
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
殺
生
無
慚
の
満
仲
を
息
子
の
源
賢
が
嘆
き
、
恵
心
僧

都
に
依
頼
し
て
出
家
さ
せ
る
と
い
う
内
容
で
、
舞
曲
と
は
大
き
く
異
な
る
。
舞
曲
の
典
拠
は
、

夙
に
岡
見
正
雄
氏
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
説
教
僧
の
手
控
え
で
あ
る
説
草
『
多
田
満
中
』

（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵
写
本
、
一
帖
）
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
1
）。

物
語

の
展
開
や
細
か
な
表
現
に
お
い
て
共
通
し
、
舞
曲
「
満
仲
」
が
法
華
経
の
功
徳
を
説
く
説
教

の
種
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
説
話
を
も
と
に
成
り
立
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、

冒
頭
で
法
華
経
を
宣
揚
し
つ
つ
も
、
巻
末
に
天
台
本
覚
思
想
の
立
場
か
ら
法
華
念
仏
一
体
論

を
示
し
て
お
り
（
本
書
一
七
三
頁
）、
舞
曲
独
自
の
展
開
を
見
せ
る

（
2
）。

な
お
、
舞
曲
と
同
材
の
も

の
に
謡
曲
「
満
仲

（
3
）」（

一
名
、「
仲
光
」）
が
あ
り
、
多
田
の
在
地
伝
承
を
取
り
込
ん
だ
物
語
草

子
に
『
多
田
満
中

（
4
）』

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
満
仲
」
の
物
語
は
身
代
わ
り
譚
の
嚆
矢
と
し

て
盛
ん
に
享
受
さ
れ
、
近
世
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

『
鹿
苑
日
録
』
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
二
月
二
十
九
日
条
に
は
、「
摂
州
優
者
両
人
来
、

演
多
田
満
仲
并
奥
州
佐
藤
兄
弟
事
」
と
あ
り
、「
満
仲
」
が
「
奥
州
佐
藤
兄
弟
」
す
な
わ
ち
舞

曲
「
八
島
」
と
並
ん
で
、
早
く
か
ら
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
越
前
幸
若
小
八
郎

家
に
伝
わ
る
『
幸
若
家
系
図
』
に
は
、
幸
若
の
元
祖
桃
井
安
直
が
日
吉
権
現
の
神
前
で
「
満

仲
」
を
語
り
、
神
託
に
よ
っ
て
幸
若
舞
を
創
始
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
承
で
は
あ

る
が
、
本
曲
が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

舞
曲
「
満
仲
」
の
諸
本
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
三
月
書
写
の
岩
国
香
川
家
蔵
『
円
覚

物
語

（
5
）』

を
は
じ
め
、
十
点
近
く
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
幸
若
系
正
本
を
中
心
と
す
る
系
統
と
大

頭
系
正
本
を
中
心
と
す
る
系
統
に
大
別
さ
れ
る

（
6
）。

奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
つ
い
て
も
、
断
簡
も

含
め
る
と
十
点
を
超
え
る
伝
本
が
確
認
さ
れ
て
お
り

（
7
）、

人
気
の
ほ
ど
が
窺
え
よ
う
。
本
書
以

外
で
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵

大
型
本
改
装
絵
巻
二
軸
。
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
本

『奈良絵本集 六』解題
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奥
書
。〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
挿
絵
十
七
図
（
上
巻
七
図
、
下
巻
十
図
）。
尾
張
徳
川
家
伝
来

（
8
）。

②
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵

大
型
奈
良
絵
本
二
冊
。〔
寛
永
頃
〕
写
。
挿
絵
二
十
二
図

（
上
冊
十
図
、
下
冊
十
二
図

（
9
））。

③
東
洋
文
庫
蔵

大
型
奈
良
絵
本
二
冊
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
十
九
図
（
上
冊
半
丁

五
図
、
見
開
三
図
。
下
冊
半
丁
九
図
、
見
開
二
図
）。
東
洋
文
庫
蔵
『
し
ぐ
れ
』『
た
ま
も
』

『
し
だ
』『
む
ら
ま
つ
』
と
同
装
訂
・
同
筆
の
奈
良
絵
本

（
10
）。（

財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
全
文
画
像
公
開
。124.33.215.236/gazou/index_im

g_iw
asakizen-

ponsasyoku.php?tg=&
c1= ま

）

④
大
阪
大
谷
大
学
蔵

横
型
奈
良
絵
本
三
冊
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
二
十
二
図
（
上

冊
半
丁
七
図
、
中
冊
半
丁
八
図
、
下
冊
半
丁
七
図

（
11
））。（

大
阪
大
谷
大
学
電
子
版
貴
重
図
書
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
よ
り
全
文
画
像
を
公
開
。http://w

w
w
2.osaka-ohtani.ac.jp/m

anjudonososhi/

index.htm
l

）

⑤
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵

横
型
奈
良
絵
本
三
冊
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
十
六

図
（
上
冊
半
丁
六
図
、
中
冊
半
丁
六
図
、
下
冊
半
丁
四
図
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古

典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
全
文
画
像
を
公
開
。https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/

100000078/view
er/1

）

⑥
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

横
型
奈
良
絵
本
三
冊
。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
挿
絵
十
五
図
（
上

冊
半
丁
五
図
、
中
冊
半
丁
五
図
、
下
冊
半
丁
五
図

（
12
））。

⑦
國
學
院
大
学
図
書
館
蔵

横
型
奈
良
絵
本
三
冊
。〔
寛
文
頃
〕
写
。
挿
絵
十
五
図
（
上
冊
半

丁
五
図
、
中
冊
半
丁
五
図
、
下
冊
半
丁
五
図
）。

⑧
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

横
型
奈
良
絵
本
一
冊
（
存
巻
上
）。〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。

挿
絵
八
図
（
全
て
半
丁
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
全

文
画
像
を
公
開
。https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100000199/view

er/1

）

⑨
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
蔵

絵
巻
二
軸
。〔
江
戸
時
代
中
期
〕
写
。
挿
絵
十
四
図
（
上
巻
七

図
、
下
巻
七
図

（
13
））。（

愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
全
文
画
像
公
開
。http://

w
w
w
.lib.ehim

e-u.ac.jp/M
A
N
JU

/

）

※
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵

大
型
奈
良
絵
本
二
冊
。〔
寛
文
・
延
宝
頃
〕
写
。
挿
絵
十
一
図

（
上
冊
半
丁
五
図
、
見
開
一
図
、
下
冊
半
丁
五
図
）。
府
内
藩
旧
蔵
揃
い
本
「
舞
の
本
」
の
内
。

現
存
本
の
中
で
も
最
古
の
奥
書
を
有
す
る
①
大
阪
青
山
蔵
絵
巻
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
尾

張
徳
川
家
の
道
具
目
録
記
載
の
「
多
田
満
中
絵
御
巻
物
」
に
比
定
さ
れ
る
貴
重
な
伝
本
で
あ

る
（
14
）。

小
林
健
二
氏
に
よ
れ
ば
、
説
草
と
対
応
す
る
文
言
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
説

教
台
本
か
ら
舞
曲
に
展
開
す
る
過
渡
期
の
形
態
の
伝
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

（
15
）。

絵
も
、
江
戸

時
代
前
期
に
大
名
家
の
道
具
類
と
し
て
制
作
さ
れ
た
金
泥
多
用
の
豪
華
絵
巻
と
は
異
な
り
、

古
雅
な
印
象
を
受
け
る
。
原
本
未
見
で
は
あ
る
が
、
資
料
目
録
掲
載
の
写
真
で
確
認
す
る
限

り
、
文
明
十
三
年
の
奥
書
は
本
文
と
同
筆
と
み
な
さ
れ
、
現
存
す
る
舞
曲
「
満
仲
」
の
最
古

写
本
よ
り
も
遥
か
に
遡
り
、
現
存
す
る
奈
良
絵
本
群
の
中
で
も
極
め
て
古
い
も
の
と
な
る
。

資
料
目
録
に
よ
れ
ば
、
料
紙
の
継
目
や
綴
穴
の
跡
な
ど
か
ら
も
と
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
文
明
年
間
ま
で
遡
る
彩
色
冊
子
本
の
例
は
他
に
聞
か
ず
、
小
林
氏
も

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
明
の
奥
書
を
持
つ
絵
巻
を
転
写
し
た
際
に
そ
の
ま
ま
書
写
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
最
古
写
本
と
見
て
良
く
、
今
後
の
研
究
が
俟
た
れ

る
。天

理
本
は
、
現
存
諸
本
の
中
で
最
も
多
く
の
挿
絵
二
十
三
図
を
有
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
本
文
を
挿
絵
の
前
で
散
ら
し
書
き
に
は
せ
ず
追
い
込
み
と
し
、
文
の
途
中
で
あ
っ
て

も
改
頁
に
あ
わ
せ
て
挿
絵
を
付
す
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
本
文
の
内
容
と
近
接
し
た
箇
所
に

挿
絵
を
付
し
て
い
な
い
点
か
ら
も
、
詞
書
本
文
と
挿
絵
は
別
々
に
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
挿
絵
に
本
文
が
入
り
込
ん
だ
形
式
の
前
述
『
し
づ
か
』
の
奈
良
絵
本
に
比
し
て
、
そ
の

挿
絵
と
本
文
の
あ
り
方
か
ら
も
時
代
的
に
や
や
下
っ
た
印
象
を
受
け
る
。

試
み
に
、
天
理
本
の
挿
絵
を
基
本
と
し
、
諸
本
と
の
対
応
関
係
を
以
下
の
表
に
掲
げ
た
。

天
理
本
の
挿
絵
に
対
応
す
る
場
面
の
有
無
を
諸
本
の
挿
絵
掲
出
順
で
示
し
て
お
り
、
欠
け
て

い
る
数
字
は
そ
の
順
に
該
当
す
る
挿
絵
が
天
理
本
に
は
な
い
こ
と
を
表
す
。
①
大
阪
青
山
蔵

絵
巻
、
②
大
阪
青
山
蔵
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
は
、
未
見
資
料
で
描
か
れ
た
場
面
も
不
明
の
た

め
、
資
料
目
録
に
抄
出
掲
載
さ
れ
た
図
版
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
を
○
印
で
、
構
図
ま
で
共

通
す
る
場
合
は
◎
印
で
示
し
た
。
な
お
、
舞
曲
「
満
仲
」
の
絵
入
り
本
に
は
、
大
英
図
書
館

蔵
の
〔
慶
長
中
頃
〕
刊
の
古
活
字
丹
緑
本

（
16
）（

古
活
）
や
そ
れ
を
も
と
に
し
た
〔
寛
永
頃
〕
刊
の

整
版
丹
緑
本
（
整
版
）
な
ど
も
あ
り

（
17
）、

整
版
本
を
も
と
に
し
た
※
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
の

奈
良
絵
本
（
海
杜
）
を
含
め
、
参
考
と
し
て
表
の
下
方
に
加
え
た
。

8
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挿絵場面の諸本対照表

天
理
本
（
本
書
）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

古
活

整
版

海
杜

1
屋
敷
内
の
満
仲
夫
婦
と
美
女
（
上
2
ウ
3
オ
）

1

2
上
人
と
対
座
す
る
満
仲
（
6
オ
）

1

1

1

1

1

（
1
）

1

1

3
上
人
に
法
華
経
を
伝
授
さ
れ
る
満
仲
（
8
ウ
）

○

2

1

2

2

2

2

2

2

4
中
山
寺
で
悪
行
を
重
ね
る
美
女
（
10
オ
）

◎

4

3

3

3

5
斬
り
か
か
る
満
仲
、
経
巻
で
守
る
美
女
（
11
ウ
）

○

5

4

4

4

3

4

4

4

3

3

6
仲
光
に
助
け
を
求
め
る
美
女
（
13
ウ
）

6

5

7
下
山
し
た
幸
寿
丸
を
迎
え
る
仲
光
（
15
ウ
）

7

6

5

8
幸
寿
丸
に
身
代
わ
り
を
頼
む
仲
光
（
17
ウ
）

6

8

5

5

5

6

5

4

4

9
母
に
暇
乞
い
を
す
る
幸
寿
丸
（
19
ウ
）

○

7

9

7

7

6

6

7

6

5

5

10
辞
世
の
歌
を
し
た
た
め
る
幸
寿
丸
（
21
オ
）

8

10

8

7

7

11
幸
寿
丸
の
首
を
斬
る
仲
光
（
22
オ
）

○

◎

9

11

9

8

7

8

8

12
美
女
の
首
と
偽
り
差
し
出
す
仲
光
（
23
オ
）

○

10

12

10

8

8

9

6

6

13
悲
し
み
に
暮
れ
る
仲
光
夫
婦
（
下
1
ウ
）

○

11

13

11

9

9

9

10

7

7

14
自
害
を
図
る
美
女
を
諭
す
仲
光
夫
婦
（
2
ウ
）

15
美
女
を
叡
山
へ
逃
す
仲
光
（
4
オ
）

○

14

12

10

10

16
自
害
し
よ
う
と
す
る
仲
光
を
諫
め
る
妻
（
6
オ
）

13

15

11

10

11

8

8

17
叡
山
で
恵
心
僧
都
と
出
会
う
美
女
（
7
ウ
）

○

16

18
恵
心
・
円
覚
と
対
面
す
る
満
仲
（
10
オ
）

14

18

11

12

12

9

9

19
円
覚
と
語
る
満
仲
夫
婦
（
12
ウ
）

16

19

13

20
持
仏
堂
で
祈
る
満
仲
夫
婦
と
円
覚
（
14
オ
）

○

◎

17

20

14

14

14

13

14

10

10

21
再
会
を
喜
ぶ
満
仲
夫
婦
と
円
覚
（
16
ウ
）

○

◎

18

21

15

15

15

14

（
15
）

11

11

22
屋
敷
内
の
満
仲
夫
婦
と
女
房
達
（
17
ウ
）

23
屋
敷
内
の
満
仲
、
仲
光
、
美
女
（
19
オ
）

『奈良絵本集 六』解題
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「
満
仲
」
諸
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
須
田
悦
生
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
り

（
18
）、

絵
入
り

本
に
つ
い
て
も
天
理
本
（
本
書
）、
③
東
洋
本
、
⑤
北
大
本
、
⑥
岩
瀬
本
、
⑦
國
學
院
本
、
⑧

東
大
本
、
お
よ
び
寛
永
整
版
本
の
七
点
を
比
較
し
て
い
る
。
須
田
氏
は
、
絵
入
り
諸
本
の
本

文
は
概
ね
大
頭
系
統
に
よ
る
が
、
天
理
本
と
⑤
北
大
本
に
つ
い
て
は
大
頭
系
を
基
本
と
し
な

が
ら
幸
若
系
の
詞
章
を
部
分
的
に
含
み
込
み
、
他
の
奈
良
絵
本
と
性
格
を
異
に
し
て
お
り
、

語
り
の
台
本
を
奈
良
絵
本
化
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
天
理
本
は
⑤
本

と
巻
頭
を
は
じ
め
場
面
選
択
の
上
で
十
六
図
の
う
ち
十
三
図
が
共
通
す
る
も
の
の
、
構
図
や

人
物
描
写
な
ど
は
相
違
し
て
お
り
、
直
接
の
影
響
関
係
を
否
定
す
る
。
一
方
、
場
面
選
択
に

お
い
て
、
⑥
岩
瀬
本
と
⑦
國
學
院
本
と
の
共
通
性
、
③
東
洋
本
と
⑧
東
大
本
と
版
本
と
の
共

通
性
が
認
め
ら
れ
、
構
図
の
上
で
も
近
似
す
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
相
関
関
係
に
あ
る
と
す

る
。
後
者
に
つ
い
て
は
本
文
に
お
い
て
も
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
と
あ
り
、
版
本
を
も
と
に

奈
良
絵
本
に
仕
立
て
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

舞
曲
の
絵
入
り
本
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ
が
、
書
写
年
次
の
古
い
も
の
ほ
ど
本
文
内
容
に

即
し
て
多
く
の
場
面
を
描
く
の
に
対
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
省
略
さ
れ
、
前
述
の
③
東

洋
本
と
⑧
東
大
本
及
び
版
本
と
の
関
係
の
如
く
、
挿
絵
と
な
る
場
面
も
寛
永
整
版
本
の
影
響

で
固
定
化
す
る
傾
向
が
あ
る

（
19
）。

須
田
氏
の
対
象
と
し
た
伝
本
に
①
②
④
⑨
本
を
加
え
た
右
表

か
ら
、「
満
仲
」
の
絵
入
り
本
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
て
と
れ
よ
う
。

な
か
で
も
②
大
阪
青
山
本
は
、
天
理
本
の
挿
絵
を
考
察
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
伝
本
で

あ
る
。
◎
を
付
し
た
よ
う
に
、
目
録
掲
載
の
五
図
の
う
ち
四
図
に
お
い
て
、
構
図
や
人
物
の

配
置
、
描
写
な
ど
天
理
本
と
酷
似
し
て
い
る
。
例
え
ば
4
の
中
山
寺
で
悪
行
を
重
ね
る
美
女

の
挿
絵
（
一
〇
九
頁
）
は
、
③
東
洋
本
、
⑧
東
大
本
、
⑨
愛
媛
大
本
、
古
活
字
本
で
も
、
武
芸

に
励
む
美
女
の
様
子
が
共
通
し
て
描
か
れ
、
③
⑧
本
の
構
図
は
古
活
字
本
に
近
似
す
る
の
に

対
し
、
書
写
年
次
の
古
い
①
本
や
④
⑤
⑥
⑦
本
に
は
見
え
ず
、
必
ず
し
も
描
か
れ
る
場
面
で

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
理
本
と
②
本
で
は
構
図
は
も
と
よ
り
、
太
刀
を
振
り
上
げ
る

美
女
、
足
下
に
乱
れ
る
経
巻
、
逃
げ
惑
う
稚
児
た
ち
、
言
い
争
う
稚
児
た
ち
と
経
机
に
両
肘

を
つ
き
困
り
果
て
る
僧
侶
な
ど
、
人
物
の
動
作
や
向
き
に
い
た
る
ま
で
全
て
一
致
し
て
お
り
、

両
書
共
通
の
祖
本
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
両
書
に
直
接
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
②
本
の
掲
出
五
図
の
う
ち
四
図
ま
で
は
同
構
図
・
同
一
の
人
物
描
写
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
そ
ら
く
巻
末
に
あ
た
る
一
図
に
つ
い
て
は
、
稚
児
文
殊
を
思
わ

せ
る
獅
子
に
乗
る
稚
児
を
祀
る
小
童
寺
を
描
い
て
お
り
、
天
理
本
と
大
き
く
相
違
す
る
。
絵

入
り
本
諸
本
に
お
い
て
、
比
較
的
書
写
年
次
の
古
い
も
の
に
、
末
尾
に
小
童
寺
を
描
く
こ
と

で
縁
起
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る
伝
本
（
①
、
④
）
が
あ
る
の
に
対
し
、
寛
永
整
版
本
な
ど

時
代
の
下
っ
た
伝
本
（
⑥
、
⑦
、
⑨
、
海
杜
）
で
は
、
満
仲
夫
妻
と
円
覚
の
喜
び
の
再
会
場
面

を
巻
末
に
据
え
る
。
天
理
本
は
そ
れ
と
も
異
な
り
、
再
会
を
遂
げ
た
後
の
満
仲
、
仲
光
、
美

女
と
思
し
き
男
性
三
人
の
み
を
描
く
場
面
（
一
七
七
頁
）
で
終
え
る
。
そ
の
点
で
は
、
満
仲
が

仲
光
に
宛
行
状
を
授
け
る
場
面
を
描
く
③
東
洋
本
、
⑤
北
大
本
の
巻
末
図
に
近
い
も
の
が
あ

る
。
巻
末
図
に
つ
い
て
は
、
小
童
寺
を
描
く
も
の
か
ら
源
氏
の
主
従
に
焦
点
化
し
そ
の
繁
栄

を
寿
ぐ
も
の
へ
の
移
行

（
20
）が

想
定
さ
れ
、
天
理
本
の
挿
絵
は
②
本
の
挿
絵
（
あ
る
い
は
そ
の
祖

本
）
を
も
と
に
し
つ
つ
も
小
童
寺
で
は
な
く
、
源
氏
の
繁
栄
を
寿
ぐ
図
様
に
改
め
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
②
本
の
本
文
は
散
ら
し
書
き
さ
れ
た
上
で
そ
の
内
容
に
即
し
た
箇
所
に
挿
絵
を
付

し
て
お
り
、
天
理
本
と
異
な
る
。
本
文
系
統
に
つ
い
て
も
、
と
く
に
目
録
に
掲
出
さ
れ
た
後

半
の
一
部
分
は
天
理
本
だ
け
で
な
く
諸
本
を
通
じ
て
大
き
く
相
違
し
て
お
り
、
注
意
さ
れ
る
。

①
の
絵
巻
と
あ
わ
せ
て
、
本
文
と
挿
絵
の
全
容
が
公
開
さ
れ
、
天
理
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
考
究
す
る
機
会
を
俟
ち
た
い
。

（
恋
田
知
子
）

【

注

】

（
1
）
岡
見
正
雄
「
説
教
と
説
話
―
多
田
満
仲
・
鹿
野
菀
物
語
・
有
信
卿
女
事
―
」（『
仏
教
芸
術
』

五
十
四
、
一
九
六
四
年
五
月
）
参
照
。
そ
の
後
、
庵
逧
巌
「
舞
曲
「
満
仲
」
の
形
成
」（『
山
梨

大
学
教
育
学
部
紀
要
』
五
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
が
な
さ

れ
た
。

（
2
）
麻
原
美
子
「
満
仲
」
解
題
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
舞
の
本
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）、

小
林
健
二
「
満
仲
譚
の
展
開
」（『
中
世
劇
文
学
の
研
究
―
能
と
幸
若
舞
曲
―
』
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）
参
照
。

10
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（
3
）
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
の
『
能
本
作
者
註
文
』
に
は
世
阿
弥
作
と
し
て
記
さ
れ
、
室
町
中

期
成
立
の
金
春
系
装
束
付
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
に
も
演
出
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
舞
曲
同

様
、
説
草
を
も
と
と
し
、
室
町
時
代
中
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
藤
井
隆
氏
蔵
、〔
元
禄
頃
〕
写
本
。
謡
曲
や
舞
曲
と
は
別
に
、
多
田
の
伝
承
を
も
と
に
述
作

さ
れ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
藤
井
隆
編
『
未
刊
御
伽
草
子
集
と
研
究
』
三
（
未
刊
国
文
資
料
刊

行
会
、
一
九
六
〇
年
）
参
照
。

（
5
）
広
島
女
子
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
幸
若
舞
曲
集
』
一
（
渓
水
社
、
一
九
七
六
年
）
参

照
。

（
6
）
須
田
悦
生
「
幸
若
舞
曲
「
満
仲
」
の
諸
本
を
め
ぐ
っ
て
―
幸
若
舞
曲
諸
本
研
究
序
説
―
」

（『
伝
承
文
学
研
究
』
二
〇
、
一
九
七
七
年
六
月
）、
同
「
舞
曲
「
満
仲
」
の
諸
本
・
補
遺
―
香

川
本
・
秋
月
本
の
性
格
―
」（『
静
岡
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
、
一
九
七
八
年
三
月
）、

麻
原
美
子
『
幸
若
舞
曲
考
』（
新
典
社
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
7
）
小
林
健
二
「『
舞
の
本
絵
巻
』
の
制
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
付
、
幸
若
舞
曲
の
絵
入
り
本
一

覧
稿
（
増
補
改
訂
）」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
四
三
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
を
も
と
に
主

要
な
伝
本
を
掲
出
し
た
。
原
本
未
見
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
依
拠
し
た
文
献
に
よ
り
情
報
を
追

記
し
た
。

（
8
）
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録

善
本
特
集
』
第
十
四
輯
（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
9
）
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録

善
本
特
集
』
第
九
輯
（
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
10
）
石
川
透
氏
に
よ
り
同
時
期
に
同
一
工
房
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
石
川

透
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
東
洋
文
庫
日
本
研
究
班
編

『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅷ
―
東
洋
文
庫

絵
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
三
弥
井
書
店
、
二

〇
一
六
年
）
参
照
。

（
11
）
福
田
晃
・
真
鍋
昌
弘
編
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
九
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
12
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
編
『
越
境
す
る
絵
も
の
が
た
り
』（
二
〇
一
六
年
）、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古

典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

（
13
）
藤
田
恵
子
「『
多
ゝ
乃
ま
ん
中
』
絵
巻
の
考
察
」（『
愛
文
』
二
五
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

（
14
）
龍
澤
彩
「
大
名
文
化
と
絵
本
」（『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
15
）
小
林
健
二
「
幸
若
舞
曲
と
お
伽
草
子
」（『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八

年
）
参
照
。

（
16
）
『
大
英
図
書
館
蔵
日
本
古
版
本
集
成
』
四
八
〇
（
本
の
友
社
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
一

九
九
六
年
）
に
よ
る
。
大
英
図
書
館
蔵
古
活
字
本
に
は
前
後
に
欠
丁
が
あ
り
、
そ
の
部
分
の
挿

絵
に
つ
い
て
は
、
小
林
氏
の
考
察
に
よ
り
対
応
図
を
（

）
内
に
示
し
た
。
前
掲
注
（
2
）
小

林
論
文
参
照
。
な
お
、
近
時
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
古
活
字
丹
緑
本
の
断
簡
は

大
英
本
の
欠
け
た
（
15
）
図
を
含
む
二
丁
分
で
、
大
英
本
の
ツ
レ
の
可
能
性
が
高
い
。
小
林
健

二
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
17
）
中
嶋
謙
昌
「
京
大
本
版
本
『
満
仲
』
攷
」（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
京

都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
八
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
18
）
前
掲
注
（
6
）
須
田
論
文
参
照
。

（
19
）
麻
原
美
子
「
在
外
「
舞
の
本
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
』
三
三
、
一

九
八
四
年
三
月
）
な
ど
参
照
。

（
20
）
幸
若
舞
曲
「
大
織
冠
」
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
つ
い
て
も
、
巻
頭
に
鎌
足
邸
を
掲
げ
、
巻
末

に
興
福
寺
を
描
く
「
興
福
寺
の
縁
起
伝
承
」
を
物
語
る
系
統
と
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日

社
参
詣
を
巻
頭
に
据
え
、
海
女
の
死
を
鎌
足
や
房
前
が
嘆
く
場
面
で
終
わ
る
「
藤
原
氏
の
始
祖

伝
承
」
を
物
語
る
系
統
と
に
大
別
さ
れ
、
古
写
本
に
前
者
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
時
代
が
下
る

に
つ
れ
て
後
者
の
系
統
が
定
着
す
る
。
恋
田
知
子
『
薄
雲
御
所
慈
受
院
門
跡
所
蔵
大
織
冠
絵

巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）。

【
附

記
】

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
國
學
院
大
学
図
書
館
、
海

の
見
え
る
杜
美
術
館
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『奈良絵本集 六』解題
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花
鳥
風
月
物
語

装
訂

袋
綴

一
冊

表
紙

打
曇
表
紙

料
紙

鳥
の
子

法
量

縦
三
二
・
〇
㎝
×
横
二
五
・
〇
㎝

外
題

中
央
金
紙
題
簽
に
「
花
鳥
風
月
物
語
」
と
墨
書

字
高

約
二
七
・
〇
㎝

丁
数

二
十
三
丁
内
墨
付
二
十
一
丁
半

挿
絵

見
開
九
図

書
写
年
代

〔
室
町
時
代
末
期
〕
写

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
一
四
三
）

本
書
『
花
鳥
風
月
物
語
』
は
、
一
般
的
に
は
御
伽
草
子
『
花
鳥
風
月
』
と
呼
ば
れ
る
作
品

で
あ
る
が
、
御
伽
草
子
の
目
録
や
辞
典
類
に
は
、「
花
鳥
風
月
物
語
」
と
称
す
る
別
の
物
語
も

登
録
さ
れ
て
い
る
。『
花
鳥
風
月
』
の
諸
伝
本
は
、
松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存

本
簡
明
目
録
」（『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三
省
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
っ
て
、
高
安
六
郎
旧

蔵
本
に
代
表
さ
れ
る
比
較
的
簡
略
な
本
文
を
持
つ
一
群
、
本
文
叙
述
の
詳
し
い
慶
應
義
塾
大

学
図
書
館
蔵
本
の
系
統
、
及
び
版
本
並
び
に
版
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
諸
本
の
三
系
統
に
大

き
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
本
書
は
、
最
も
原
初
的
な
高
安
六
郎
旧
蔵
本
と
同
系
統

の
作
品
に
分
類
さ
れ
る
。
松
本
は
『
花
鳥
風
月
』
の
諸
伝
本
を
三
系
統
を
通
し
て
二
十
数
本

並
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
存
在
し
、
中
で
も
奈
良
絵
本
に
つ
い

て
は
近
年
更
に
数
多
く
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

内
容
的
に
は
、
在
原
業
平
や
光
源
氏
が
登
場
し
、
貴
族
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
作
品
で
あ
る

た
め
、
そ
の
絵
画
化
も
多
く
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

萩
原
院
の
と
き
、
都
西
山
の
葉
室
中
納
言
の
屋
敷
で
扇
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
山
科
少

将
が
出
し
た
扇
に
は
、
公
家
と
女
性
が
描
か
れ
て
い
た
。
人
々
は
、
こ
の
公
家
は
業
平

か
、
源
氏
か
と
議
論
に
な
り
、
花
鳥
、
風
月
と
い
う
出
羽
羽
黒
の
姉
妹
の
巫
女
を
召
し

て
占
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
業
平
方
が
問
う
と
、
業
平
が
憑
依
し
た
花
鳥
に
、
風
月

が
問
い
手
と
な
っ
て
口
寄
せ
に
よ
る
問
答
が
始
ま
る
。
業
平
は
、
自
分
は
ま
め
男
と
い

う
評
判
を
得
て
、
生
涯
の
間
に
三
千
七
百
三
十
三
人
の
女
性
と
契
り
を
結
ん
だ
と
話
し
、

五
条
后
、
染
殿
后
、
二
条
后
、
伊
勢
斎
宮
等
に
つ
い
て
も
語
る
。
し
か
し
、
扇
の
公
家

は
業
平
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
源
氏
方
が
尋
ね
る
と
、
風
月
は
光
源
氏
の
姿
を
鏡

に
映
し
出
し
、
花
鳥
が
源
氏
に
な
り
代
わ
っ
て
、
自
ら
の
生
涯
を
語
り
出
す
。
風
月
に

は
末
摘
花
の
霊
が
移
り
、
鏡
に
も
そ
の
姿
が
現
れ
、
源
氏
と
問
答
を
交
わ
す
。
そ
の
後
、

鏡
か
ら
末
摘
花
が
消
え
、
風
月
は
我
を
取
り
戻
す
。
葉
室
中
納
言
は
、
い
ま
だ
鏡
に

残
っ
た
源
氏
に
対
し
て
、
源
氏
物
語
の
不
審
を
尋
ね
る
。
や
が
て
、
鏡
に
写
る
源
氏
の

姿
も
消
え
る
と
、
花
鳥
も
正
気
に
戻
り
、
扇
に
描
か
れ
た
の
は
、
源
氏
と
末
摘
花
で
あ

る
と
決
し
た
。
こ
れ
を
見
聞
き
し
た
人
々
は
、
夢
幻
の
気
持
ち
が
し
て
、
花
鳥
と
風
月

に
多
く
の
褒
美
を
与
え
た
。

扇
合
わ
せ
の
絵
を
契
機
と
し
て
、
口
寄
せ
に
よ
り
在
原
業
平
と
光
源
氏
を
登
場
さ
せ
る
と

い
う
筋
立
て
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
を
介
し
た
『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
の
解
説
が
主
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
両
物
語
の
教
養
書
或
い
は
啓
蒙
書
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
御
伽
草
子
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
本
作
品
に
関

す
る
研
究
論
文
は
数
多
く
あ
る
が
、
中
で
も
、
徳
江
元
正
『
室
町
芸
能
史
論
攷
』（
三
弥
井
書

店
、
一
九
八
四
年
）
は
、
花
鳥
風
月
姉
妹
の
よ
う
に
、
室
町
期
に
お
け
る
高
度
な
芸
能
を
演
ず

る
巫
女
た
ち
の
台
本
と
い
う
べ
き
も
の
が
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
註
釈
書
や
梗

概
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
更
に
、
鷹
司
政
通
写
『
伊
勢
物
語
口
伝
次
第
』
に
「
葉
室

家
御
相
傳
云
」
と
し
て
本
作
品
と
同
内
容
の
文
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、『
花
鳥
風
月
』
が
葉
室

家
御
相
伝
の
記
録
に
即
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
も
指
摘
さ
れ
た
、
非
常
に
重
要
な

論
考
で
あ
る
。

『
花
鳥
風
月
』
諸
伝
本
の
内
容
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
そ
の
本
文
記
述
に
つ
い
て
は
微
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妙
な
違
い
も
あ
る
。
本
書
の
位
置
を
見
る
た
め
に
、
本
書
と
同
時
代
制
作
の
、
い
わ
ゆ
る
室

町
末
近
世
初
期
写
と
考
え
ら
れ
る
古
奈
良
絵
本
を
取
り
上
げ
て
、
比
較
し
て
み
る
。

高
安
六
郎
旧
蔵
本
系
統

高
安
六
郎
旧
蔵

特
大
縦
型
奈
良
絵
本
一
冊

文
禄
四
年
写
（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
三
）

天
理
図
書
館
蔵

特
大
縦
型
奈
良
絵
本
一
冊
〔
室
町
末
期
〕
写
（
本
書
）

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
系
統

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

特
大
縦
型
奈
良
絵
本
一
冊
〔
室
町
末
期
〕
写
（『
室
町
時
代
物
語
大

成
』
三
）

石
川
透
蔵
Ａ

横
型
奈
良
絵
本
〔
室
町
末
期
〕
写
（『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
』
三
）

慶
長
頃
刊
古
活
字
本
系
統

石
川
透
蔵
Ｂ

小
型
絵
巻
（
一
部
欠
）〔
室
町
末
期
〕
写

高
安
本
に
は
、
奈
良
絵
本
と
し
て
は
珍
し
く
奥
書
が
あ
り
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
写
と

す
る
。
高
安
本
は
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
が
、
最
善
本
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
他
の

四
伝
本
も
、
同
時
代
の
制
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
浄
瑠
璃
物
語
』
と
同
じ
よ
う
に
、
古
奈

良
絵
本
が
多
く
存
在
し
て
い
て
、
組
織
的
な
制
作
が
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

そ
の
本
文
の
違
い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
を
列
挙
し
て
見
て
み
る
（
句
読
点
は
私
に
補
っ

た
）。高

安
本
（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
に
よ
る
）

は
き
は
ら
の
ゐ
ん
の
御
と
き
、
み
や
こ
に
し
山
、
は
む
ろ
の
ち
う
な
こ
ん
の
御
し
よ
に

て
、
く
も
の
う
へ
人
、
な
ま
か
ん
た
ち
め
、
あ
つ
ま
り
て
、
む
め
は
ち
り
、
さ
く
ら
は

を
そ
き
お
り
ふ
し
、
雨
さ
へ
い
た
く
ふ
り
つ
ゝ
き
、
春
の
日
く
ら
し
か
た
き
、
つ
れ
〳
〵

の
あ
ま
り
に
、
あ
ふ
き
あ
は
せ
を
し
給
。

天
理
本

は
き
は
ら
の
ゐ
ん
の
御
と
き
、
み
や
こ
に
し
山
、
は
む
ろ
の
ち
う
な
こ
ん
の
御
し
よ
に

て
、
く
も
の
う
へ
人
、
な
ま
か
ん
た
ち
め
、
あ
つ
ま
り
て
、
む
め
は
ち
り
、
さ
く
ら
は

を
そ
き
お
り
ふ
し
、
雨
さ
へ
い
た
く
ふ
り
つ
ゝ
き
、
春
の
日
く
ら
し
か
た
き
、
つ
れ
〳
〵

の
あ
ま
り
に
、
あ
ふ
き
あ
は
せ
を
し
給
。

慶
應
本

は
き
は
ら
の
い
ん
の
御
と
き
、
み
や
こ
に
し
山
、
は
む
ろ
中
な
こ
ん
の
御
所
に
て
、
く

（
マ
マ
）

も
の
う
ゑ
人
、
な
ま
め
か
ん
た
ち
め
、
あ
ま
た
あ
つ
ま
り
て
、
む
め
は
ち
り
、
さ
く
ら

は
を
そ
き
お
り
ふ
し
に
、
あ
め
さ
へ
ふ
り
つ
ゝ
き
、
春
の
日
く
ら
し
か
た
き
、
つ
れ
〳
〵

の
あ
ま
り
に
、
あ
ふ
き
あ
は
せ
を
し
給
ふ
。

石
川
Ａ
本

は
き
は
ら
の
ゐ
ん
の
御
と
き
、
み
や
こ
に
し
山
、
は
む
ろ
中
な
こ
ん
の
御
所
に
て
、
く

も
の
う
へ
人
、
な
ま
か
ん
た
ち
め
、
あ
ま
た
あ
つ
ま
り
て
、
む
め
は
ち
り
、
桜
は
を
そ

き
お
り
ふ
し
に
、
雨
さ
へ
ふ
り
つ
ゝ
き
、
春
の
日
く
ら
し
か
た
き
、
つ
れ
〳
〵
の
あ
ま

り
に
、
あ
ふ
き
あ
わ
せ
を
し
給
ふ
。

石
川
Ｂ
本

は
き
は
ら
の
ゐ
ん
の
御
と
き
、
み
や
こ
に
し
山
、
は
む
ろ
の
中
納
言
の
御
所
、
雲
の
上

人
、
な
ま
か
ん
た
ち
、
あ
ま
た
あ
つ
ま
り
て
、
梅
は
ち
り
、
さ
く
ら
は
お
そ
き
お
り
ふ

し
に
、
雨
さ
へ
い
た
く
ふ
り
つ
ゝ
、
春
の
日
く
ら
し
か
た
き
、
つ
れ
〳
〵
の
あ
ま
り
に
、

あ
ふ
き
あ
は
せ
を
し
給
ふ
。

こ
の
冒
頭
の
比
較
だ
け
か
ら
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
掲
出
し
た
五
伝
本
に
は
細
か
な
語
句

の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
本
書
は
文
禄
四
年
写
の
高
安
本
と
本
文
が
近

似
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
原
本
同
士
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、
極
め
て
近
い
関
係
に
あ

る
本
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

他
の
三
本
も
微
妙
な
差
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
原
本
同
士
を
比
較
す
る
と
、
本
文
の
筆
跡

は
ど
こ
と
な
く
似
通
っ
て
お
り
、
挿
絵
同
士
も
そ
の
素
朴
な
描
き
方
に
似
た
面
が
窺
え
る
。

中
で
も
、
本
書
に
は
詞
書
の
中
に
一
人
の
人
物
が
描
か
れ
る
（
一
九
二
・
一
九
三
頁
）
等
、

独
特
な
場
面
も
存
在
す
る
。
他
に
も
挿
絵
の
隅
に
本
文
が
入
っ
て
い
る
（
一
九
四
頁
）
等
、
制

作
の
仕
方
を
推
測
で
き
る
貴
重
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
本
文
と
挿
絵
の
制
作
の
順
番
は
、

挿
絵
が
先
で
あ
り
、
本
文
が
後
に
行
わ
れ
、
一
般
的
に
は
、
挿
絵
と
本
文
は
分
業
で
制
作
し
、

『奈良絵本集 六』解題
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最
後
の
工
程
で
、
組
み
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
室
町
末
江
戸
初
期
に
は
、
挿
絵
と
本
文
の

制
作
が
か
な
り
近
く
で
行
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
、
前
遊
紙
裏
に
、「
飛
鳥
井
殿
雅
俊
卿

花
鳥
風
月
物
語

詞
書
一

冊

「
琴
山
」（
印
）」、「
繪
光
信
筆
」
及
び
木
村
見
室
に
よ
る
「
飛
鳥
井
殿
雅
俊
卿
花
鳥
風
月

物
語
」（
裏
に
「
筆
極
軒
」
の
黒
印
）
と
三
枚
の
極
札
を
貼
付
す
る
。
飛
鳥
井
雅
俊
は
、
大
永
三

年
（
一
五
二
三
）
に
没
し
た
室
町
時
代
の
公
家
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
本
書
の
書
写
年
代

は
そ
こ
ま
で
遡
り
が
た
く
、
ま
た
、
そ
の
筆
跡
も
異
な
る
。
た
だ
し
、
本
書
と
同
様
の
絵
入

り
古
写
本
で
あ
る
慶
應
本
に
は
「
飛
鳥
井
栄
雅
卿
之
息
女
一
位
之
局
正
筆
」
と
い
う
極
が
付

し
て
あ
る
。
他
に
も
根
津
美
術
館
に
一
位
局
筆
と
伝
え
る
奈
良
絵
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り

（
本
巻
所
収
『
し
づ
か
』
解
題
参
照
）、
伝
承
筆
者
と
し
て
は
よ
く
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
栄

雅
は
本
書
の
極
に
あ
る
雅
俊
の
父
に
あ
た
り
、
書
道
飛
鳥
井
流
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
の
古
筆
家
が
飛
鳥
井
流
の
人
々
を
奈
良
絵
本
の
詞
書
き
筆
者
と
見
做
し
て
い

た
事
実
は
興
味
深
く
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

（
石
川
透
）
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